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ヒストリカルテスター

Order processing/注文処理

ヒストリカルテスターの注文処理方法を改善しました。 いずれかの補間方法が選択された場
合、補間価格で注文を執行していました。

これにより、注文価格と約定価格の間にかなり大きな差が生じていました。これを解決するた
めに、市場ギャップがある場合（ブレイク後にギャップを持って市場が開く）を除いて、現在の
注文の価格で注文を執行します。

このような場合、指値（Limit）（リミット） 注文は約定されやすくなりますが、Max.Slippage（最大
スリッページ） 設定のない Stop（ストップ） 注文は最初の価格で約定されます。

Stop（ストップ）注文にMax.Slippage（最大スリッページ）設定があり、約定価格が指値外の場合
、注文は指値（Limit）（リミット）タイプの注文として再発注されます。



4 ティック OHLC - この方法は、利用可能な多くの補間メソッドの中で最も信頼性の高い補間
方法です。

各ローソク足を始値、高値、安値、終値の 4 つの価格ティックに補間します。高値と安値の順
序は、始値からの距離によって異なります。

高値が始値に近い場合、高値は始値に続く 2 番目の価格として処理されます。

4 ticks OHLC/ティック（最小値）Open-High-Low-Close/始値、高値、安値、終
値

ロジックは次のとおりです。

1. Bid 側のトリガーを持つ注文は、Bid ローソク足の補間価格と比較されます（Ask側のトリ
ガーを持つ注文は、Askローソク足の保管価格と比較されます）。

2. Bid側のトリガーを持つ買い注文やAsk側のトリガーを持つ売り注文が、ローソク足の終値
、高値、安値、でトリガーした場合、スプレッド調整された注文価格で執行されます。

3. 注文がOpen（初値）価格（ティック）によってトリガー（実行）された場合、必要なサイドに対
応するOpen（初値）価格（ティック）によって注文を約定します。

除外されるのは、Max.Slippage （最大スリッページ）が設定された Stop（ストップ） オーダーで
す。
Open（初値） 価格値ティック（最小値）が Stop Limit（ストップリミット） の外側にある場合、注文
は Limit（リミット） 注文に変更されます。


